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こんな病気に注意 !

咽頭長・気管支贅

嘔吐下南症

インフ′ιエンザ  0こ
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まず衣服をゆるめ、OE吐物をのどに詰まらせ

ないよう顔や体を横向きにして寝かせます。

チェック

●けいれんの時間

●目はどちらを向いていたか

●普段通りに名前を呼び反応があるか

繭%の PΩ %⑪ βΩ%●・OFi」

やってはダメ !

・体を揺り動かす
。大声で名前を呼ざ
・動きを押さえる
・下をかまないよう
にと□の中に布

などを入れる

●けい,んは全身
か、体の片側か、体の一音口か
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ぼIIんだよιl
令和 8年 1月  病児・病後児保育室「いよつこすまいる」

あけましておめでとうございます。新しい一年がスタートしました !

今年も元気に過ごせるように、食事、運動、睡眠のバランスを大切にして

いきたいですね。皆様が、心身共に健康に過ごせますように。

今年もよろし<お願いいたします。
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気をつけて :インフルエンザ‖症

インフルエンザの合併症の一つで、主に5歳以下のこどもに発症
します。発症から比較的早い時期に、けいれんを起こす、呼びかけても

反応しないなどの意識障害の他に、急に怒ったり、怯えたり、うわごと

を言うなどの言動が見られることもあります。このような症状が出た

らすぐに医療機関を受診して<ださい。

けいれんが起きたら

診察の手助けになるので、慌てずに様子を見ましょう。
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鍮
じょうずに鼻をかみましよう

まず、□から息を吸い込みます。
ティッシュを広げ、鼻全体を包む
ように押さえましょう。

片方の鼻の穴を押さえ、ゆっくり
少しずつかみます。強くかみ過ぎ
ないように気を付けましょう。
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鼻をつまむように拭き取り、
ティッシュはゴミ箱に捨てま
しょう。

醸

鼻水の色を見てみよう

透明
気温の変化によるものや、かぜの

初期症状の場合に見られます。鼻水は

垂れたままにしていると肌荒れの

原因になるので注意が必要です。

黄色から緑色
細菌に感染している可能性があり、

緑色に近いほど症状が悪いので早め

に病院へ行きましょう。また、透明の

鼻水に比べて ドロッとしているため、

鼻の奥で溜まってしまうことがあり

ます。そのB寺は加湿などを行い、鼻水

を出しやすくしましょう。
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